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令和７年度毒物又は劇物の流出・漏洩事故情報

整理
番号

発生年月日
発生都
道府県

毒物又は
劇物の別

毒物又は劇物の名
称

事件の概要
事件発生事業所等
の登録等の状況

事件の原因（推定含む） 被害状況

1 2025/4/2 千葉県 劇物 硫酸(98%)
硫酸工場の循環配管から約400Lが漏洩
した。

製造業
配管フランジ部のガスケット
劣化。

なし

2 2025/4/17 福岡県 劇物 水酸化ナトリウム

流出量：不明
発生場所：事業所内
発生状況：劇物を希釈する安全装置の
不具合により逆流、作業場所からあふれ
たもの

業務上取扱者
（めっき）

安全装置の不具合

特になし

3 2025/4/26 千葉県 劇物 液化塩素
充填場で液化塩素ローリーに充填終了
後、通気弁のグランド部分から100g程度
漏洩した。

製造業
グランドパッキン部の押さえ
ボルトが緩んでいたため。 特になし

4 2025/4/27
神奈川

県
劇物

過酸化水素
（３５%）

石油関連施設内に設置された仮設の高
COD排水処理施設の配管（ビニル製
ホース）が外れ、過酸化水素数リットル
が漏洩した。全量、鉄製の防潮堤内に留
まり、自然揮発した。

業務上取扱者
（届出不要）

配管の洗浄不足。
圧力耐性の低い仮設設備で
あったこと。 特になし

5 2025/4/28 福岡県 毒物 ホスゲン
メンテナンス準備時に荷造室の窒素置
換器から微量漏洩

業務上取扱者
（届出不要）

作業手順の遵守を怠ったた
め。

作業者５名について
念のため救急搬送、
異常なしの診断。

6 2025/4/30 茨城県 劇物 クロロピクリン80%

農作業中、農作業者がトラクターに積載
したクロピク80®の一斗缶（20L入）を交
換した際に、クロピク80®の一斗缶を誤っ
て落下及び転倒させ、クロロピクリン80%
500～1,000mlが市道へ流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

農作業者の不注意（容器破
損）。

農作業者が咳嗽症状
により５日間の入院。

7 2025/4/30 大分県 劇物
エピクロルヒドリン

（100%）
工場内のクリーンルームに設置している
配管のフランジ部から漏洩

業務上取扱者
（届出不要）

配管のフランジ部の経年劣
化（推定）

特になし

8 2025/5/9 静岡県 劇物 塩素酸ナトリウム
廃液タンクにて塩素酸ナトリウムと塩化
第二鉄が反応し、塩素系ガス（二酸化塩
素、塩化水素）が発生した。

業務上取扱者
（届出不要）

廃棄に係る事前確認の未実
施 特になし。

9 2025/5/14 新潟県 劇物 メタノール100%
事業所内の配管洗浄作業を行った際
に、配管中に残存するメタノール100%が
約８L漏洩した。

製造業
配管中におけるメタノールの
残存 特になし

10 2025/5/16
神奈川

県
劇物

硫酸
（５８%）

石油関連施設内のイソブチレン製造装
置のフランジ部が腐食し、イソブチレンを
抽出する過程で５８%硫酸約０．６トンが
流出した。全量、中和槽に流入し、中和
された。

製造業
販売業（一般）

配管のエンドフランジ部が経
年劣化により腐食し、開口し
たことによる。

人的被害なし、物的
被害なし、敷地外漏
洩なし
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11 2025/5/20 茨城県 劇物 濃硫酸

濃硫酸タンクから他課所管のプラントに
濃硫酸を送液する際に、屋外の濃硫酸
送液ラインから推定約156Lの濃硫酸が
漏洩し、土壌へ浸透した。

製造業
販売業（一般）

外部から浸入した水分がラ
イニング管を覆う断熱材の
内側に溜まったことにより、
ライニング管の外装管が腐
食し、内部ライニングが流体
圧力に耐えられず亀裂が生
じたため。

敷地内土壌へ流出・
浸透

12
2025/5/23
～
2025/5/26

兵庫県 毒物
亜鉛めっき液（青化
ソーダ３ｗｔ%、苛性

ソーダ5.5ｗｔ%）

定期点検で亜鉛めっき槽の水面が５ｃｍ
下がっており、亜鉛めっき液約300Lの漏
出が発覚した。漏れ出た液が2階壁から
滲み出し屋根の上を流れ、隣接する老
人ホームの敷地まで到達。

業務上取扱者
（めっき）

亜鉛めっき槽の冷却用配管
のつなぎ目が劣化し漏出。
また、床面と壁の間のライニ
ング処理が経年劣化で亀裂
が入り、敷地外へ漏出。

特になし

13 2025/5/29 岡山県 劇物 塩酸(35%)
塩酸貯蔵タンクに穴が開き、8L漏洩 業務上取扱者

（届出不要）
作業手順の不遵守、確認不
足

特になし

14 2025/5/29 徳島県 劇物 水酸化ナトリウム

水酸化ナトリウムを用いて廃液（約1L）を
中和処理中に、廃液が入った容器が破
損し、廃液が飛散した。

業務上取扱者
（届出不要）

過剰量の水酸化ナトリウム
を加えたことにより急激な温
度上昇が起こり、容器内の
圧力が上昇したため。

軽症者1名（軽度の火
傷）

15 2025/5/29 佐賀県 劇物 硫酸

硫酸を次亜塩素酸ナトリウム水溶液と間
違えて床に散布し、その上に次亜塩素
酸ナトリウム水溶液を散布したことにより
塩素ガスが発生。

業務上取扱者
（届出不要）

薬剤の管理不足によるもの
従業員２名が救急搬
送

16 2025/6/2 大阪府 劇物 塩酸(35%)

塩酸（35%）を建屋外にある塩酸タンクか
ら工場内の予備タンクへ配管を通じて送
液していたが、フロートスイッチの故障に
より送液が止まらず、予備タンクが破損
し、塩酸（35%）約450リットルが漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

予備タンク内のフロートス
イッチの故障により、塩酸タ
ンクからの送液が自動停止
せず、予備タンク内の圧力
が上昇し、破損したため。

特になし

17 2025/6/3 埼玉県 劇物 塩酸(35%)

タンクローリーから事業所のタンクに35%
塩酸を10t充填していたところ、スクラ
バー（排気処理装置）が正常に機能して
おらず、タンク内で気化した塩酸が漏洩
した。

製造業

スクラバー内の配管が目詰
まりを起こし、気化した塩酸
が適切に中和されなかった。 ５名負傷

18 2025/6/4 茨城県 劇物 濃硫酸

濃硫酸の配管更新作業を行うために、
窒素圧送をしたところ、更新箇所以外の
フランジに結晶を発見した。作業員が対
応しようとしたところ、配管内に残留して
いた濃硫酸がミスト状態で約2.1L漏洩
し、作業員に飛散した。

製造業
販売業（一般）

窒素圧送時に、別ラインから
濃硫酸が逆流するリスクや
配管内に濃硫酸が残留して
いるリスクに対するリスクア
セスメントが不足していたた
め。

作業員1名が頸部及
び右上肢に薬傷
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19 2025/6/4
神奈川

県
劇物

硫酸
（約６０%～７０%）

化学製品工場の廃硫酸タンクから、硫酸
を６割から７割含有する液体が約２０L漏
洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

ボトルナット締付起点からタ
ンク内コーティングが損傷
し、母材が腐食した。

特になし

20 2025/6/6 富山県 劇物 ジメチル硫酸

受入作業時に移送配管内の圧力が上昇
し、経年劣化していたフランジガスケット
が圧力上昇に耐えられずに破損したこと
から、ジメチル硫酸約100mLが漏洩し
た。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の老朽化

特になし

21 2025/6/6 山口県 劇物 塩酸（35%）

ゴムライニングの施工不良により、配管
にピンホールが発生し、塩酸が漏洩し
た。（推定漏洩量：約100L）

業務上取扱者
（届出不要）

配管の接着不良箇所に亀裂
が生じ、そこに塩酸が浸入し
てピンホールが発生したと推
定。

特になし

22 2025/6/11
神奈川

県
劇物 キシレン

製造所内で改質ナフサからキシレンを取
り出す工程で、圧力配管からキシレンが
漏洩した。漏洩量6.4L。

製造業
溶接内部に残存していた内
在欠陥（微細な空洞）が徐々
に進展し開口に至った。

人的被害なし、物的
被害なし、敷地外漏
洩なし

23 2025/6/11
神奈川

県
劇物

硫酸
（７５%）

石油関連施設においてｐH調整用の硫酸
タンク底部に亀裂が発生し、７５%硫酸
約、４．３ｋLが漏洩した。全量、排水処理
施設に流入し、中和された。

業務上取扱者
（届出不要）

長期間タンク内に硫酸を放
置したこと。
経年劣化。

特になし

24 2025/6/11 愛知県 劇物 塩酸（35%）
事業所内で35%塩酸タンクの上部のボル
トが緩み白煙（塩化水素ガス）が発生し
た。

業務上取扱者
（届出不要）

塩酸（35%）をローリーからタ
ンクに注入中、タンク内の圧
力が上がりタンク上部のボ
ルトが緩み、その場所から
塩化水素ガスが漏れ出た。

特になし

25 2025/6/14
神奈川

県
劇物

硫酸
（９８%）

石油関連施設に設置された硫酸タンク
穿孔が発生し、９８%硫酸が１４．４L漏洩
した。地上に漏洩した硫酸は石灰を散布
し水洗、洗浄水は中和された。

業務上取扱者
（届出不要）

タンク内部の支持構造物に
硫酸が溜りやすい構造で
あった。

特になし

26 2025/6/16 宮城県 劇物 メタノール

事業所内において、メタノール配管が経
年劣化により亀裂を生じ、メタノール約５
Ｌが漏洩した。なお、漏洩したメタノール
は事業所内に留まり、事業所外への流
出は確認されていない。

製造業

配管の経年劣化

特になし

27 2025/6/16
神奈川

県
劇物

硝酸
（62%）

硝酸タンクから約200Lの硝酸が防液堤
外の洗い場へ漏洩。洗い場のピットは通
常蓋で覆われており、その上には清掃
用具が置かれていた。(通常の運用によ
るもの) 漏洩した硝酸は、ピット内の鉄
製蓋(耐酸塗装)と反応し発煙していた。

業務上取扱者
（届出不要）

配管の老朽化による漏洩

特になし
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28 2025/6/18 愛知県 劇物
水酸化ナトリウム

（48%）

事業所内で作業員２名が清掃作業中
に、体の痛みを感じたことから頭上を確
認したところ配管から水酸化ナトリウム
が液漏れしていることが発覚した。

業務上取扱者
（届出不要）

配管の腐食による漏えい。

作業員２名負傷

29 2025/6/19 愛媛県 劇物
アクティベーター-
B-10Y（硫酸、メタ

ノール含有）

ホースの接続部分が離脱し、自家消費
用の劇物（硫酸、メタノール等を含む硬
化剤）が事業所内の雨水排水溝を介し
て約１㎥（算出値）が公共水路に流出。

業務上取扱者
（届出不要）

ホースとポンプとの接合部
分の劣化

特になし

30 2025/6/19 京都府 劇物
アンモニア

（100%）

事業所内で液化アンモニアの計量作業
中にボンベのバルブが緩み、アンモニア
約300Lが流出

業務上取扱者
（届出不要）

作業手順がルール化されて
おらず、ボンベの取扱いが
不適切であったため。

作業員５名が目や喉
の痛み

31 2025/6/22
神奈川

県
劇物 酸化エチレン

アンモニアに酸化エチレンを吹きつけて
モノエタノールアミンを製造する過程で、
吹きつけバルブ１か所から酸化エチレン
約100mL（推定量）が漏洩した。

製造業

バルブ内のガスケットの劣
化による。

人的被害なし、物的
被害なし、敷地外漏
洩なし

32 2025/6/24 埼玉県 劇物 硫酸ジメチル

事業所内で硫酸ジメチル20Lの小分け作
業を行ったところ、保護メガネ、マスク等
を着用していなかった作業員が曝露し
た。

製造業

教育訓練不足による手順の
逸脱

１名死亡

33 2025/7/1
鹿児島

県
劇物

クロルピクリン
（80%）

個人農家の倉庫で，80%クロルピクリンの
缶（約１L）を保管していた保冷庫が燃え
ていたことから，慌てて缶を外に蹴り出
し，水をかけて消火した。燃えていた原
因は不明。

業務上取扱者
（届出不要）

不明
（20mほど離れた場所で，ゴ
ミを燃やしており，何らかの
影響で引火した可能性があ
る：関係者推測）

薬傷１名（病院へ搬
送）

34 2025/7/5 富山県 劇物
アンモニア

（25%）

アンモニア水貯蔵タンクから気化したア
ンモニアガスを処理するタンクへの給水
不足により、処理しきれなかったアンモ
ニアガスが放出（漏洩量不明）されたも
の。

業務上取扱者
（届出不要）

作業員の判断ミス

特になし

35 2025/7/6 千葉県 劇物 クロルピクリン

ビニールハウス内で男性が死亡してお
り、傍らにクロルピクリンがあった。自過
失による薬物中毒と推定され、詳細は調
査中。

業務上取扱者
（届出不要）

調査中
急性中毒による肺水
腫で１名死亡、軽症４
名（目の痛み等）

36 2025/7/9 千葉県 劇物
メタクリル酸グリシ

ジル

メタクリル酸グリシジルのコンテナの下
部排出バルブ部から143L漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

コンテナに使用していたシー
ル材の耐薬品性が低かった
ため。

特になし
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37 2025/7/10 青森県 劇物
硫酸

（濃度不明）

八戸港に着岸していた貨物船で、硫酸
の荷役作業中の作業員がホース内に
残った硫酸を船倉に流し込んだ後、ホー
スフランジ部のナットを外しタンクに接続
していたホースを撤去していたところ、
ホース内に残っていた硫酸８リットルが
流出した。この際、作業員１名が右肩に
被液し、被液部を水洗した硫酸の混じっ

製造業
業務上取扱者
（届出不要）

ホース内に残液が多く残っ
たままフランジを外し、被液
防止のため下側のナットか
ら緩めるべきところ、上側
ナットのから緩めたため。ま
た、作業員が決められた防
護具を着用していなかった
ため。

作業員１名が右肩、
右腕に２度の薬傷
（一部、３度の薬
傷）。

38 2025/7/12 山口県 劇物 過酸化水素

高純度グレード製造設備（※）で過酸化
水素による爆発事故が発生した。
※高濃度の過酸化水素製造設備

製造業

過酸化水素の分解反応が発
生し、蓄熱による連鎖反応
が進行したことで爆発に至っ
たと推定。

負傷者2名

39 2025/7/16 大分県 劇物
クリトップN―139

2-アミノエタノール
（60%含有製剤）

コンビナート構内のエチレンプラントに
て、エチレンプラント内の製品の貯蔵設
備の穴（タンクのレベル計の取り出しの
配管部分）から、当該劇物（製品/2.3L）
の漏洩発生。工場外への流出なし。

製造業
販売業（一般）

クリトップN-139 に含有され
る2-アミノエタノールが有す
る腐食性により、レベル計取
り口ノズルの内面腐食が進
行し、ピンホールより漏洩し
たこと。

特になし

40 2025/7/18 兵庫県 劇物 アンモニア ガス

事業所内アンモニアガス製造設備にて
製造設備切り替え時にバイパス弁を閉
め忘れ９Nm3（推定値）が下流の除害設
備へ流入、約６．９㎏流出した。

製造業

アンモニアガス製造設備切
り替え時のバイパス弁閉め
忘れ。 特になし

41 2025/7/19 兵庫県 劇物 硝酸１７%

工場内で、硝酸加工液漏洩事故があり、
回収作業を実施していた。
その作業中、配管継ぎ手から硝酸加工
液残液が飛散し、作業員１名が、全身に
かかる事象が発生した。

業務上取扱者
（届出不要）

廃液配管バルブを閉め忘れ
て作業した。
配管を緩めた際、逆止弁の
パッキンがはずれて配管内
の残液が継ぎ手から飛散し
た。

被害者は、保護具を
適正に着用していた
ので、救急車で搬送
されたが、健康被害
はなかった。

42 2025/7/22 岡山県 劇物
エチレンオキシド

(99%以上)

エチレンオキシド貯蔵タンクにおいて、フ
ランジの緩みにより漏洩。ガスのため漏
洩量の算定不能。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の施工不良
特になし

43 2025/7/23 福島県 劇物 硫酸（50%）
硫酸配管バルブのねじ込み部変形によ
る漏洩し、敷地外に流出した。 製造業

異常発見時の点検不足
配管部に防波堤がなかっ
た。

特になし

44 2025/7/23 栃木県 劇物 キシレン

トラックで輸送中、交差点を曲がった際
に積載物の傾きを感じ、確認した際に荷
台から落下し容器が破損。２Lが道路上
に流失した。

業務上取扱者
（届出不要）

トラックに積み込んだ荷物が
不安定であったため

特になし

5
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45 2025/7/23 福島県 劇物
硫酸
（50%）

硫酸配管のねじ込み部が外れたことに
より、事業所内及び隣接する工場内に硫
酸（50%）６立方メートルが流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

硫酸配管バルブが熱により
変形し、ねじ込み部が外れ
たため。

特になし

46 2025/7/23 山口県 劇物
水酸化ナトリウム

（25%）

予期せぬ動作により自動弁が開き、開
放されていたフランジ部から水酸化ナト
リウムが約8L噴出した。 製造業

・手動弁による縁切り及び脱
液をしていなかった。
・施設の自動運転を停止し
たことで、液封防止機能によ
り、自動弁が自動で開いた。

負傷者3名

47 2025/7/25 新潟県 劇物 メタクリル酸（原体）

事業所内のサンプリングバルブを閉め忘
れたことにより、サンプリングバルブから
メタクリル酸（原体）が約26.6L漏洩した。

製造業

作業時の不注意

特になし

48 2025/7/27 福岡県 毒物 ホスゲン（50%）

プラント内の配管に割れが発生し、ホス
ゲンが工場内及び周辺地域に拡散し
た。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の維持管理の不足。 ２３４名受診（緊急搬
送された方を含み、
医療機関からの報告
人数、再診含む延べ
人数）

49 2025/7/29 宮城県 不明
フェノール排ガス

臭気処理水

フェノール含有排ガスのスクラバー処理
工程において、スクラバーへの給水過多
に起因して、配管接合部から処理水約
4,000Lが漏洩し、敷地内側溝及び地下
配管を通じて河川へ流出した。その後、
水質検査を実施した結果、フェノール濃
度は水道法に基づく水質基準の基準値
以下であり、劇物には該当しないことを
確認した。

製造業

スクラバーへの水供給の止
め忘れ

特になし

50 2025/8/1 大分県 劇物 ９８%硫酸
タンクのノズル部分から、当該劇物（数Ｌ
～数十Ⅼ）の漏洩発生。漏洩は防液堤
の中にとどまる。

販売業（一般）
ノズルの側面のピンホール
の腐食と推定 特になし

51 2025/8/1 富山県 劇物 塩素
塩素ガス配管の腐食により破損し、塩素
ガスが放出（漏洩量不明）されたもの。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の老朽化
特になし

52 2025/8/1 大分県 劇物
硫酸

（90%以上）
貯蔵タンク下部ノズルから15L漏洩

製造業
配管の経年劣化によるピン
ホールの発生（推定）

特になし

53
2025/8/1～
2025/8/4

埼玉県 劇物 塩酸（35%）

事業所の10ｔタンクのバルブの根本から
35%塩酸が長時間にわたり滲み漏れ、計
約6000L漏洩した。漏洩した35%塩酸は
防液堤内に留まった。

製造業

バルブの点検及び交換の未
実施

特になし
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54 2025/8/2
神奈川

県
劇物 水酸化ナトリウム

ポンプのメカニカルシールから流出。
業務上取扱者
（届出不要）

ポンプ内のメカニカルシール
が不具合が発生したため、
劇物が流失した。

特になし。

55 2025/8/4 兵庫県 劇物
25%アンモニア水

メタノール

事業所内製造プラントにて、25%アンモニ
ア水とメタノールを反応釜に張り込み作
業の際に遮断弁が閉止されておらず、
25%アンモニア水が 100L、メタノールが
100L排水系に漏洩した。

製造業、販売業
（一般）

反応釜に25%アンモニア水と
メタノールを張り込む作業の
前に保護水を遮断弁を開け
て排水。その後遮断弁を閉
止しないまま張り込みを開始
し排水系に漏漏洩した。

特になし

56 2025/8/4 宮城県 劇物
42%水酸化ナトリウ

ム

事業所内において、水酸化ナトリウム受
入タンクから約3.5ｔがオーバーフローに
より流出した。なお、流出した水酸化ナト
リウムは全量が防液堤内に留まり、事業
所外への流出はなく、全量を回収した。

製造業

タンク残量を誤認し、容量以
上に送液した

特になし

57 2025/8/5
神奈川

県
劇物

水酸化ナトリウム
（約５０%）

石油関連施設内の水酸化ナトリウム貯
蔵タンクへの受入れ時、配管キャップを
外したタンクローリー運転手が、配管内
部に残存していた水酸化ナトリウム約２
００ｍLを右足に被液した。

業務上取扱者
（届出不要）

手順遵守の不徹底。 運転手１名（シャワー
洗浄後受診し、水酸
化ナトリウムによる薬
傷なしと診断され
た。）

58 2025/8/5 愛知県 劇物 硝酸（35%）

硝酸（500mL瓶）をチャック付ビニール袋
に入れた状態で台車を用いて移動させ
ていたところ、台車から落下したことで瓶
が破損し、わずかに硝酸が漏洩した。

販売業（一般）

瓶を含む荷物を嵩高く台車
に積み上げて運んでおり、
荷物が崩れやすい状態で
あったため。

特になし

59 2025/8/6 愛知県 劇物 水酸化カリウム
タンクローリーから受入タンクに移す際
に、水酸化カリウムが500mL～1L漏えい
した。

業務上取扱者
（大量運送）

作業手順の遵守を怠ったた
め。

従業員1名負傷（左目
瞼に薬傷）

60
2025/8/6～
2025/10/20
（推定）

岡山県 劇物 塩化水素
酸洗場（ディーゼルエンジンの部品に用
いる配管の油膜洗浄）における酸洗槽か
ら塩酸が最大2000L漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

酸洗槽に酸洗部材を投入す
る際に投入架台がコーティン
グに接触し、破損したため。

特になし

61 2025/8/8 愛媛県 劇物 塩素（99%）

塩素製造設備の計画停止作業中に設備
内の圧力が上昇した際に付帯設備が適
切に作動せず、配管から事業所内に塩
素ガス 11Kg（推定）が漏洩した。

製造業

設備内の圧力上昇時に作動
する逆止弁、加圧防止装置
が適切に作動しなかったた
め。

塩素ガスを吸引した
作業員４名が呼吸器
症状を訴え、うち３名
が救急搬送された。

62 2025/8/8 静岡県 毒物
イソホロンジイソシ

アネート

事業所内で、配管中のストレーナーを交
換しようとしてストレーナーのボルトを緩
めた際にイソホロンジイソシアネートが
30kg漏洩。

販売業（一般）、製
造業

作業手順書の不遵守があ
り、タンクボトム弁の閉止が
不完全であったため。

作業員１名が被液
し、眼の違和感、充
血及び視野障害が
あったが解消。
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63 2025/8/10 山口県 劇物 塩酸（35%）

塩酸タンクに発生した亀裂から、塩酸が
約145L漏洩した。

製造業

防液堤内に溜まった雨水で
排気口が水没し、排気不良
が発生。その結果、タンク内
の圧力が変動し、槽壁に亀
裂が生じたと推定。

特になし

64 2025/8/11
和歌山

県
劇物 硫酸

事業所内で屋外タンク２基（濃硫酸タンク
及び隣接する脱硫酸タンク）から濃硫酸
約260kL、脱硫酸約700kLが漏洩し、白
煙が発生した。漏洩液の大部分はタンク
を囲む防液堤内に留まったが、一部は
敷地内側溝に流出した。

製造業
販売業（一般）

タンク側板腐食により破孔が
生じたため。また硫酸流出
の影響により脱硫液配管も
破損したため。
設備の維持管理不足によ
る。

人的被害：なし
物的被害：硫酸タンク
破損、脱硫酸タンクノ
ズル破損

65 2025/8/18 千葉県 毒物 無機シアン化合物

コークス炉における配管のうち、過去に
漏洩が起こり補修（2012年）していた箇
所から安水（無機シアン化合物を含む）
が再度漏洩が発生し、推定1Lが土壌へ
浸透した。

業務上取扱者
（届出不要）

過去に溶接補修を行った部
分が腐食して穴があき、配
管から漏洩が発生した。 特になし

66 2025/8/20 山口県 劇物
硫酸
（98%）

職員による工場内定期パトロール中、屋
外にある稼働していない5000㌧硫酸タン
クから防液堤内に漏えいを確認。（推定
50L）

業務上取扱者
（届出不要）

タンクの経年劣化と、想定で
きたリスクに対する適切な危
害防止計画とその実施がさ
れていなかった。

特になし

67 2025/8/20 埼玉県 劇物 67.5%硝酸

敷地内で薬品業者がトラックから荷下ろ
しをするため、容器を引き寄せたところ、
容器上部に亀裂が入り、内容物が噴出
した。

業務上取扱者
（届出不要）

容器の硬化による破損
作業員１名が腹部及
び太ももに化学熱
傷。

68 2025/8/24 兵庫県 劇物
37%ホルマリン水溶

液

事業所内プラントにて循環測定作業中に
クランプとともに検出部が脱落し反応槽
の37%ホルマリン水溶液を含む内液50L
がプラントフロアに流出した。

製造業、販売業
（一般）

クランプを固定する蝶ネジの
締め付け不足により振動で
脱落し漏洩した。

特になし

69 2025/8/27 徳島県 劇物 苛性ソーダ（48%）

苛性ソーダを保管するタンクに続く配管
内の苛性ソーダを取り除くためのエア抜
き作業中に、タンクが破損し、苛性ソーダ
の固形物が周囲に飛散、液体が3000L
（推定）防液堤内に流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

配管の途中にある空気穴
が、苛性ソーダの結晶化に
より詰まっており、エア抜き
作業により配管先のタンク内
の圧力が上昇したため。

事業所外への飛散及
び流出なし、健康被
害なし
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70 2025/8/28
神奈川

県
劇物

水酸化カリウム
（１５%）

化学製品製造業工程中、循環槽に水酸
化カリウムを含む混合液を送液した際、
循環槽のレベル計が閉止されていたた
め送液が自動停止せず、循環槽のオー
バーフロー配管から１５%水酸化カリウム
を含む混合液２６８Lが排水ピットに漏洩
した。全量中和された。

業務上取扱者
（届出不要）

誤って常時開放するバルブ
を閉止した。

特になし

71 2025/8/28 福岡県 劇物 塩酸水（35%）
施設内貯層タンク上部より塩酸水がしみ
出ていることを発見。

販売業（一般）
設備の維持管理の不足。

特になし

72 2025/8/29 静岡県 毒物
テトラメチルアンモ
ニウム＝ヒドロキシ

ド

貯蔵タンクのサンプリングのラインで漏
れが確認されたため、修繕作業を実施し
ようとしたところ、毒物が漏洩し作業員１
名の首と顔にかかった。

製造業

配管からの漏れ
1名顔面及び首に負
傷

73 2025/9/2 三重県 劇物 塩酸３５%
工場内において塩酸３５%を移送する配
管が外れ、隣接する別会社の工場の敷
地内に１００Ｌ程度が飛散した。

業務上取扱者
（届出不要）

配管工事の施工不良のた
め。 特になし

74 2025/9/3 茨城県 劇物 濃硫酸

排水溝の補修工事のため濃硫酸ライン
のバルブ閉止と配管切り離し作業を行っ
たが、作業終了後に約700Lの濃硫酸が
漏洩し、排水管のコンクリートひび割れ
部に流れ濃硫酸が土壌へ流出した。 業務上取扱者

（届出不要）

排水溝の工事終了後に制御
システムでpH調整用コント
ロールバルブの閉止信号を
入力したことにより、バルブ
が閉止していると思い込み、
現場で閉止を確認しなかっ
たことに加え、コンクリートひ
び割れ部へ濃硫酸が流れ出
たことによりコンクリートが腐
食したため。

敷地内土壌へ流出・
浸透

75 2025/9/5 福岡県 毒物 ホスゲン

プラント内のホスゲン探知機が作動。

業務上取扱者
（届出不要）

整備作業後の確認漏れ。

特になし

76 2025/9/6 福岡県 毒物 ホスゲン

プラント内のホスゲン探知機が作動。

業務上取扱者
（届出不要）

設備不備。

特になし

77 2025/9/8 山口県 劇物 硫酸（98%）

硫酸タンクの液抜出ノズル根元部分に、
内部腐食によるピンホールが発生し、防
液堤内に硫酸が約600L漏洩した。

製造業

経年腐食で溶接部が薄くな
り、溶接の欠陥が露出。そこ
の局所的な腐食が進み、ピ
ンホールが発生。

特になし
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78 2025/9/9 山口県 劇物 硫酸（98%）

硫酸を積載した船舶から工場内にあるタ
ンクへの受入れ作業中、船舶側の受入
れ口付近にあるローディングアームから
微量の漏えいを確認し、船舶側の職員
が滴下部分にバケツを設置。工場側職
員が受入れ開始後の点検を終えた1時
間後に漏えいの報告を受けた。（推定20
ｍL以下）

業務上取扱者
（届出不要）

機器の経年劣化と、指導教
育体制の欠如。

特になし

79 2025/9/9 千葉県 劇物 塩素
塩素ガスを触媒製造施設に供給する流
量を監視している流量計から少量（100g
以下）漏洩した。

製造業
配管の加温によって、カバー
フランジと三岐弁間のボルト
が緩んだため。

特になし

80 2025/9/14
神奈川

県
劇物 塩酸（35%）

化学製品製造業内の塩酸タンク配管の
フランジから、３５%塩酸約２Lが防油堤内
に漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

フランジボルトの施工不良に
よりボトルが腐食し、フラン
ジの締結が緩んだ。

特になし

81 2025/9/16 広島県 劇物 硫酸（70%）

納入業者のタンクローリー車から工場内
のタンクへ希硫酸を補給中、タンクロー
リー側接続フランジにつないでいたホー
スが外れ、希硫酸が会社敷地外の里道
に約36平方メートルの範囲に飛散した。

業務上取扱者
（めっき）

事業所による漏洩対策の不
備。
また、納入業者によるタンク
ローリー車の設備点検不備
及び飛散防止措置未実施。

特になし

82 2025/9/25 埼玉県 劇物
クロルピクリン

（80%）

畑でクロルピクリン約30Lを使用し、被覆
を行っていなかったため、一部が揮発し
て周辺に拡散した。

業務上取扱者
（届出不要）

使用方法に定められた注入
後のビニールシート等による
被覆を行わなかったため。

軽症者３名（目の痛
み等）

83 2025/9/30 福島県 劇物 臭素

臭素滴下ラインのフレキシブルホースの
一部が裂けたことにより、工場内に臭素
（液体）約10キログラムが漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

不適切な配管方法によりフ
レキシブルホースへ負荷が
かかり、臭素滴下ラインのフ
レキシブルホースの一部が
裂けたため。

特になし

84 2025/10/2 埼玉県 劇物
クロルピクリン

（80%）

畑でクロルピクリンを散布し、被覆は行っ
ていたが、一部が揮発し発生。

業務上取扱者
（届出不要）

ビニールシートで被膜した
が、被覆の厚さが薄かった
可能性。

軽症者１７名（鼻水
等）

85 2025/10/3 福島県 劇物 濃硫酸（98%）
配管/フランジの溶接部不良により劣化
が進行し、接続部分から流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

溶接施工の不良による。
特になし

86 2025/10/3 福岡県 毒物 ホスゲン
プラント内のホスゲン探知機が作動。 業務上取扱者

（届出不要）
設備の維持管理の不足。

特になし

10
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87 2025/10/6 愛知県 劇物 塩酸（35%）

アルカリ性の排水を中和するために使用
している塩酸を貯蔵しているタンクの配
管が老朽化し塩酸が漏出した。また、流
出防止のための防液提に穴があいてい
たため、防疫提外（敷地外）まで塩酸が
流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

配管及び防液提のコンク
リートの腐食による漏えい。

特になし

88 2025/10/6 高知県 劇物 クロルピクリン
民家の車庫に保管していた「クロルピク
リン」缶が経年劣化で腐食し、車庫内に
漏出した

業務上取扱者
（届出不要）

不要となった劇物を長年保
管していたため 特になし

89 2025/10/6
神奈川

県
劇物

硫酸
（約６０%～７０%）

2025年6月4日に発生した事故と同一の
廃硫酸タンクから、硫酸を６割から７割含
有する液体が約２０L漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

漏洩を受けた補修の際、別
の部位のコーティングを損傷
した。

特になし

90 2025/10/9 富山県 劇物 35%塩酸

事業所内の工事で使用していた梯子が
強風であおられ、塩酸貯槽のバルブに
接触し塩酸が約5.8立方メートル漏洩し
た。

・製造業
・販売業（一般）

・業務上取扱者（届
出不要）

安全管理の不足。

特になし

91 2025/10/9 富山県 劇物 水酸化ナトリウム

事業所の劇物倉庫内で、宅配便で納品
された商品を検品中、１0%～20%水酸化
ナトリウム20ℓ容器から液漏れがあること
を担当者が発見。漏洩量は約0.5ℓ

業務上取扱者
（金属処理）

不明

特になし

92 2025/10/13 福岡県 劇物
濃硫酸

（濃度不明）

濃硫酸をタンクローリー車にて輸送する
際、タンク上部のマンホールが解放状態
になり濃硫酸277kg(推定)が道路上に漏
洩した。

業務上取扱者
（大量運送）

タンクローリー上部のマン
ホールの締め込みが緩かっ
たため、走行中の振動によ
り解放状態となり濃硫酸が
流出した。

道路上へ漏洩した
際、３名が現場液溜
まり上を自転車で通
行し、跳ねた液により
着衣の破れと自転車
の塗装剥げが発生し
た。

93 2025/10/20 茨城県 劇物 塩酸（35%）
コックの閉め忘れにより、エアー補充用
ホースから防液堤外の施設敷地内に
550L程度漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

作業手順の引き継ぎ不足
特になし

94 2025/10/22 岡山県 劇物 アンモニア
反応器にアンモニアガスを供給する配管
のフランジ又はグランドからアンモニアが
漏洩。ガスのため漏洩量の算定不能。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の施工不良
特になし

95 2025/10/25
神奈川

県
劇物

水酸化ナトリウム
（２５%）

化学製品工場の純水製造設備におい
て、水酸化ナトリウム計量槽のレベル計
から水酸化ナトリウムが滴下しているこ
とが発見された。推定０．０７Lがその場
に滴下した。

業務上取扱者
（届出不要）

経年劣化によるライニング
の膨張により、フランジに間
隙が生じた。 特になし
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96 2025/10/25 山口県 劇物 トルエン

配管洗浄中に滞留トルエンを不適切な
作業で移送したため防液堤内に流出し、
さらに排出口バルブが開いていたため排
水溝へ流れ出た（約0.83L）。

製造業

・洗浄作業の詳細な作業手
順を定めていなかった。
・作業員がバルブを閉止状
態と誤認して作業を実施し

特になし

97 2025/10/27 福島県 劇物 濃硫酸

濃硫酸のタンクローリーへの積込み作業
中、作業手順を怠ったため、硫酸がロー
リー天板に漏洩。積込み場のステップか
らローリー天板に降りた際、漏洩した硫
酸で足を滑らせ転倒。転倒の際に身体
の一部が酸受け容器に当たり、酸受け
容器から飛散した硫酸を浴びた。

製造業
業務上取扱者
（届出不要）

作業員が積み込み時の作業
手順の遵守を怠ったため。

作業員１名、身体へ
の硫酸付着による軽
度の化学熱傷（後頚
部、両側耳介、右肩、
両側頬部、前胸部、
右手関節）

98 2025/10/29 岡山県 劇物 アンモニア
冷凍機のアンモニア配管のブローバル
ブからアンモニアが18.8mg漏洩。

業務上取扱者
（届出不要）

手順書未改定
特になし

99 2025/10/30 山形県 劇物 硝酸（68%）

配送中の硝酸（20L）が荷崩れをおこした
ため、路肩に停車し荷直しを行っていた
ところ、ポリ容器１缶が道路上に落下し
破損した。破損した容器から内容物であ
る硝酸が道路上、植込み、側溝に流出し
た。

販売業（一般）

荷台積載時の容器の固定が
不適切であった。

特になし

100 2025/10/30 福岡県 劇物 廃硫酸

廃硫酸をトラックにて輸送する際、貯蔵
するポリタンクが破損し、廃硫酸数十ml
が道路上に漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

容器破損のため。

特になし

101 2025/10/31 香川県 劇物 クロルメチル

事業所内の反応器の弁の制御を誤り、
クロルメチルガスが大気中に漏洩。漏洩
量は推定で31㎥（標準状態換算）、現地
で測定された最大濃度は300ppmであっ
た。

製造業、販売業(一
般）

反応器の内圧を調整する弁
の制御を「自動」から「手動」
に切り替えて全閉にしなけ
ればならないところ、自動制
御のままクロルメチルを供給
した人為的ミス。

人的被害・環境被害
はなし

102 2025/11/4 東京都 劇物
苛性ソーダ

（17%）

事業所内に設置された、苛性ソーダが貯
留されたタンク内の濃度希釈の為にタン
クへ加水した水がオーバーフローし、苛
性ソーダを含んだ水が下水に流出した。

業務上取扱者（届
出不要）

販売業（一般）

注水中に別の作業を行うた
めに止水せず持ち場を離れ
たためオーバーフローに気
づけなかった。

特になし

103 2025/11/4 福岡県 劇物 塩酸水（35%）
貯槽タンクへの圧送中に配管の亀裂か
ら漏洩

販売業（一般）
配管の経年劣化と推測され
ている。

特になし

104 2025/11/5 埼玉県 毒物
シアン化カリウム

（10%水溶液）

予め調整してあった10%シアン化カリウム
水溶液12．68gが事業所の保管庫内で
漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

試薬容器の蓋が閉まってお
らず、容器が転倒し、保管庫
内で漏洩。

特になし
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105 2025/11/7 山梨県 劇物

レオーネコンクSP
（水酸化ナトリウム
(33%)、水酸化カリ
ウム(14%)含有）

配送業者が荷下ろしの際、パレットにぶ
つけて容器を破損させてしまい、トラック
荷台及び事業所内駐車場に全量(25kg)
が漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

トラックからの荷下ろしの際
の不適切な取り扱い

漏出した液体による
人的被害や、河川等
周辺環境への汚染は
確認されていない。

106 2025/11/10 富山県 劇物 49%苛性ソーダ

苛性ソーダの充填配管の腐食により、
49%苛性ソーダが約50リットル漏洩した。

・製造業
・販売業（一般）
・業務上取扱者（届
出不要）

設備の維持管理の不足。

特になし

107 2025/11/13 富山県 劇物 硫酸（90%以上）

ストレーナー交換作業後、バルブを閉め
忘れたため、硫酸が約30リットル漏洩し
た。

・製造業
・販売業（一般）
・業務上取扱者（届
出不要）

作業手順の遵守を怠ったた
め。

作業員１名が咳込
み、喉の違和感あ
り。

108 2025/11/13
神奈川

県
劇物

水酸化ナトリウム
（48%）

食品添加物工場内の定期修理中設備に
おいて、受入缶が整備のため取り外され
た状態で４８%水酸化ナトリウム２３０Lが
ピット内に漏洩した。回収し中和処理さ
れた。

業務上取扱者
（届出不要）

点検後のスタートアップ時、
自動で送液されるシステム
であることを把握していな
かった。

特になし

109 2025/11/16 愛知県 毒物 黄燐

黄燐が入ったドラム缶から黄燐を溶解槽
に投入作業中に、旋回装置の自動運転
が停止したため、手動操作に切り替えて
作業を再開したところ、ドラム缶から黄燐
が溶解槽内へ払い出されないまま、ドラ
ム缶をプレスしてしまい黄燐が溢れだし
火災が発生した。

製造業

黄燐が溶解槽に投入された
かどうか確認するために、ド
ラム缶が旋回したか確認す
る検知センサーが設置され
ているが、経年劣化で破損
しており、検知センサーが反
応しなかったこと。

特になし

110 2025/11/19 岡山県 劇物 アンモニア

輸入した低温アンモニア液を積んだ船か
ら貯蔵設備であるタンクに送液する際、
配管付近で臭気を確認。測定の結果、ア
ンモニアガスを検出し、ラインの弁からの
漏洩であることを確認。弁を増し締めす
ることで臭気はおさまった。

輸入業
販売業（一般）

製造業

弁グランドパッキンのシール
性能の低下、及びグランド
パッキンと弁棒・ハウジング
の材質とで温度変化による
膨張係数が大きく異なること
による隙間の発生。

人的被害はなし

111 2025/11/20 静岡県 劇物 フェノール

事業所内で、配管を開けた際に残存して
いた薬液（フェノールとピコリンアルデヒド
の混合物）約10mLが作業員の手と腕に
垂れた。

業務上取扱者
（届出不要）

手袋を着用していなかった
ため。 作業員1名の手と腕

にかかったが軽傷。

112 2025/12/4
神奈川

県
劇物 アンモニアガス

事業所内NOX処理施設のアンモニアタ
ンクの弁から、アンモニアガスが１６．６ｋ
ｇ漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

弁の状態不良により間隙が
生じた。 特になし
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113 2025/12/5
神奈川

県
劇物

水酸化ナトリウム
（約６．６%）

石油関連施設にて排水のｐH調整用の
水酸化ナトリウム液の貯蔵タンク切り替
えの際、弁の操作を誤ったためレベル計
から水酸化ナトリウム液１．３７ｋLが漏洩
した。一部は敷地内の砂利に飛散し、中
和剤を散布した。

業務上取扱者
（届出不要）

手順書が周知されておら
ず、手順遵守の意識も欠如
していた。

特になし

114 2025/12/9 青森県 劇物
過酸化水素水35%

特級

容器の蓋内部の液漏れ防止用のシール
が破損していることに気付かずに配送
し、保冷バッグ内に少量漏洩した。

販売業（一般）

液漏れ防止用のシールに何
らかの外部からの圧力が加
わったことにより、破損し、穴
が開いた状態であることが
確認され、これにより、液漏
れが発生したものと考えられ
る。

従業員（出庫者・配送
者）が漏れた液に触
れたがすぐに洗い流
したため、身体に異
常なし。（出庫者は出
庫時に手が白くなっ
ていることに気付き、
のちに過酸化水素水
に触れたと判断し
た。）

115 2025/12/9 東京都 毒物

エチルパラニトロフ
エニルチオノベンゼ

ンホスホネイト
(45%）

農家が長期間不使用で残っていた
500mL瓶半量ほどの農薬を自宅内の洗
い場に流し廃棄したことによって、近隣
の河川に流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

不適切な方法で廃棄された
ため

人的被害はなし

116 2025/12/15 広島県 劇物
水酸化ナトリウム

（25%）

事業所内の25%水酸化ナトリウムタンク
に接続するボール弁のピンホール発生
及び作業員による閉止弁の挿入失念に
より、防液堤内の側溝に約８L漏洩した。

製造業、販売業
（一般）、業務上取

扱者

(1)ピンホールの発生に気づ
くことができなかったこと。
(2)作業手順書への「閉止弁
挿入」に係る記載漏れによ
り、適切な作業手順を踏め
なかったこと。

特になし

117 2025/12/17 山口県 劇物
水酸化ナトリウム

（20%）

排水処理施設における水酸化ナトリウム
配管の分枝工事後の試運転中、エル
ボー接続部から漏れが発生。確認のた
め配管に触れた際に接続部が外れ、水
酸化ナトリウム水溶液が飛散した（漏洩
量：約0.53L）。

業務上取扱者
（届出不要）

追加架橋した塩ビ配管の接
続部が接着剤で留められて
いない状態で試運転をした
ため、加圧状態となり、接続
部が外れて漏洩。

負傷者１名（ゴーグル
未着用による被液）

118 2025/12/24
神奈川

県
劇物

硫酸
（70%）

高圧ガス製造施設において、硫酸を濃
縮する過程で熱交換器のシェル（内部の
黒鉛チューブ）が割れ、金属製の外装を
腐食し、７０%硫酸が約５ｋL流出した。全
量中和槽に流入し、中和された。

製造業
業務上取扱者（届

出不要）

熱交換器作製時の黒鉛
チューブの初期不良により
チューブバンドルが破損した
ことによると推定される。

人的被害なし、物的
被害なし、敷地外漏
洩なし
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119 2025/12/29 岡山県 劇物
塩酸
(36%)

塩酸タンクのフランジから46.57L漏洩。 業務上取扱者
（届出不要）

設備の施工不良
特になし

120 2026/1/5 栃木県 劇物
25%水酸化ナトリウ

ム溶液

汚水処理場の薬剤タンクに補充する際、
ホースが外れ１０Lが漏洩、雨水側溝に
流出した。

業務上取扱者
（届出不要）

ホース装着作業の不備
特になし

121 2026/1/7 千葉県 劇物 過酸化水素（35%）

工場内の配管からの約2L漏洩した。
業務上取扱者
（届出不要）

ソケット部の溶接の熱影響
により局部的に耐食性が低
下した箇所が経年的に腐
食。

特になし

122 2026/1/9 鳥取県 劇物
硫酸
（95%）

事業所車庫内において、配達予定の硫
酸５００ｍｌ瓶１本を落とし、車庫内コンク
リート上に流出した。

販売業（一般）
運搬する際、容器を横向き
で収納していた上、緩衝材も
不十分であった。

特になし

123 2026/1/10 兵庫県 劇物
48%苛性ソーダ水溶

液

事業所内化成品製造部の配管から48%
苛性ソーダ水溶液が漏れ下部の芝生区
域に滴下していた。推定漏洩量は12L。

製造業、販売業
（一般）

配管バルブガスケットの腐
食による漏洩。 特になし

124 2026/1/15
神奈川

県
劇物 キシレン

製造原料であるキシレンをタンカーから
荷揚げする際、タンカーの甲板上にキシ
レンが約100L漏洩した。 製造業

他所で積荷後、開放したバ
ルブを閉止せずに出港し
た。当該製造所に到着、揚
荷開始直後に開放されてい
たラインを通じて漏洩した。

人的被害なし、物的
被害なし、海上漏洩
なし

125 2026/1/16 千葉県 毒物 無機シアン化合物

コークス炉における連絡配管の溶接部
に亀裂が生じ、無機シアン（約198mg/L）
を含有する安水が漏洩。その一部（推定
180mL）が土壌に浸透した。

業務上取扱者
（届出不要）

溶接線部分の腐食が進行し
て穴あき、そこから安水が漏
洩した。

特になし

126 2026/1/21 新潟県 劇物 硝酸（68%）

道路走行中、爆発音が発生し、運搬中
の硝酸１リットル瓶のガラス片が飛散し
た。さらに走行を続けていたところ、車内
に煙が充満。運転手が車外へ退避した
後に、車内から火炎が確認された。

特定毒物研究者、
業務上取扱者
（届出不要）

ガラス容器が破損し、その結
果漏洩した硝酸が車内の物
品と接触したことにより発
熱・発火に至ったものと推定
される。

火災により車１台全
損。
人的被害はなし。

127 2026/1/21 千葉県 劇物 硫酸(98%)
工場内の配管から約35L漏洩した。

製造業
配管内で空気溜りが発生
し、空気中の水分により希釈
硫酸となり腐食。

特になし

128 2026/1/22 福島県 劇物 硫酸（60%）
撤去作業中、撤去する予定ではなかった
配管を誤って切断し、硫酸が配管から流
出した。

製造業
配管工事の際の手順が遵守
されていなかった。

軽度の人的被害（身
体への硫酸付着及び
気分不良）

129 2026/1/23 三重県 劇物 トルエン

側溝内のトルエン除去作業をしていたと
ころ、そのトルエンを含む排水が雨水溝
に漏れ出し、一部が工場外にも流出し
た。

業務上取扱者
（届出不要）

作業工程における危険予知
不足

特になし
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130 2026/1/28 山形県 劇物 ホルマリン（10%）

中性緩衝ホルマリン水（10%：500mLポリ
容器）をオリコンBOXに入れ取引先医療
機関の敷地内を台車で運搬中、業者搬
入口前の道路にて、台車の車輪が側溝
蓋穴にはまった衝撃でオリコンBOXが倒
れ、ホルマリン水500ｍｌ１本が地面に落
下し、ボトルキャップが破損して約300mL
が流出した。

販売業（一般）

・台車による配送ルートの事
前確認不足
・オリコンBOX蓋のロックの
かけ忘れ

特になし

131 2026/1/31 山口県 劇物 メタノール

メタノールの入ったステンレス缶を台車
に乗せて運搬中、台車の操作を誤ったた
め台車上のステンレス缶が転落し、メタ
ノールが床に飛散漏洩し、その後火災が
生じた。

製造業

【漏洩の原因】
ステンレス缶を台車に固定し
ていなかった。
なお、ステンレス缶の蓋が固
定されていなかったため、蓋
が取れ漏洩。
【出火の原因】
静電気により、漏洩したメタ
ノールに引火したものと推
測。

特になし

132 2026/2/3 静岡県 劇物 25%苛性ソーダ

25%苛性ソーダを積載したトラックから納
入タンクへの送液に当たって、本来送液
時に閉めるべきバルブが解放されてお
り、路上へ漏洩した。

業務上取扱者
（届出不要）

作業手順書の不遵守

特になし。

133 2026/2/3
神奈川

県
劇物 75%硫酸

配管のピンホールから霧状の硫酸が漏
出（約５L）しているのを発見した。

業務上取扱者
（届出不要）

老朽化した配管にピンホー
ルが発生したため（10年程
前から使用）

人的被害なし、物的
被害なし、敷地外漏
洩なし

134 2026/2/4 山口県 劇物
酸性フッ化アンモニ
ウム（濃度不明）

工場内屋内の三弗化窒素製造施設内の
原料調合槽と電解槽を繋ぐ部分から酸
性フッ化アンモニウムが漏えい。定期パ
トロールで職員が入室した際に異臭がし
たことで漏えいに気づいた。（推定53L）

業務上取扱者
（届出不要）

設備の消耗品交換作業の際
のリスク予想と、それに対応
した作業方法が実施されい
ていなかった。

特になし

135 2026/2/9 兵庫県 劇物
ファインR10（水酸
化ナトリウム8.5%）

輸送先の入館手続き中に漏出にきづき
敷地外に移動し会社と荷主へ連絡。そ
の間に車外の道路へファインR10約159L
が漏出。

業務上取扱者
（大量運送）

荷台の凍結により脚立がす
べり、劇物を入れたコンテナ
に接触しコンテナが破損。

特になし
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136 2026/2/9 兵庫県 劇物
水酸化ナトリウム

８．５%

神戸市から加古川市へ、水酸化ナトリウ
ム液(８．５%)1,200kg入コンテナを運送中
コンテナ外装に亀裂が発生し、約197kg
が路上に漏洩した。

業務上取扱者
（大量運送）

輸送中にコンテナが固定さ
れていなかったため滑動し、
脚立と接触したことで、コン
テナ外装に亀裂が入り、漏
洩した。

負傷者なし、河川へ
の流出なし。

137 2026/2/12 青森県 劇物
水酸化リチウム一

水和物

水酸化リチウム一水和物の粉末を機械
へ入れる際に飛散。

業務上取扱者
（届出不要）

飛散した部屋のドアを閉め
ずに避難したため、建物内
に広がった。

15名がのどの違和感
を訴える。

138 2026/2/12 新潟県 劇物
25%水酸化ナトリウ

ム

事業所内の水酸化ナトリウム溶液保管
タンクから排水処理施設への中継タンク
において、25%水酸化ナトリウムがオー
バーフローし、約700Lが漏洩した。一部
は施設外に流出したが、推定量は不明
である。

業務上取扱者
（届出不要）

複数あるタンクの一つにお
ける規定量の超過

特になし

139 2026/2/12 兵庫県 劇物 希硫酸

事業所内の産業廃棄物置き場にて鉛蓄
電池の搬出中にパレットから落下、破損
し希硫酸が漏洩した。
希硫酸の%は不明。

業務上取扱者
（届出不要）

廃棄蓄電池の積み方により
落下した。

特になし

140 2026/2/13
神奈川

県
劇物

アンモニアガス
（蒸気に溶け、最大
３０%溶液と想定）

化学工場において冷媒として使用してい
るアンモニアガスが配管フランジ部から
漏れ、蒸気に溶け込みアンモニア液とし
て滴下した。アンモニア純量として最大
約１２ｇが漏洩したが、気化又は中和槽
にて中和された。

業務上取扱者
（届出不要）

配管施工不良及びフランジ
の経年劣化が重なってフラ
ンジ部に間隙が生じた。

特になし

141 2026/2/18 大分県 劇物
エピクロルヒドリン

（100%）
工場内のクリーンルームに設置している
配管のフランジ部から約100ｍL漏洩

業務上取扱者
（届出不要）

配管のフランジ部の経年劣
化（推定）

特になし

142 2026/2/27 愛知県 劇物

1級フェノール
（80%）

キシレン
メタノール

塩酸
硫化ナトリウム

社員が約1年間にわたり河川保全区域
内に劇物を不法投棄していた。

業務上取扱者
（届出不要）

管理体制の不備及び社員へ
の教育不足。

特になし

143 2026/2/28 千葉県 劇物 液化塩素
塩素のローリー充填作業中にポンプ付
近から12.2g漏洩した。 製造業

ポンプ本体フランジの締付
け不均一によるボルトの緩
みのため。

特になし

144 2026/3/3
神奈川

県
劇物

100%無水マレイン
酸

タンクローリーからタンクへの100%無水
マレイン酸を受入れ中、ホースの接続部
からのコンクリート地面への漏出（１～２
kg）を発見した。

製造業
販売業（一般）

タンクローリーからタンクに
受け入れるためのホースの
接続部にパッキンを入れ忘
れたため。

人的被害、物的被害
なし。
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145
2026/3/4～
2026/4/24

山形県 劇物 ホルマリン（10%）

当該劇物は、検体固定用に医療機関内
保管庫に保管していたものが保管庫内
に漏出。
使用簿は作成しておらず、漏出量は不
明。

業務上取扱者
（届出不要）

保管庫の高さが足りず、横
置きにしていたため

特になし

146 2026/3/9 栃木県 劇物
硫酸
(98%)

事業所内において濃硫酸送液配管接合
部の腐食により生じた穴より濃硫酸が推
定50リットル漏出した。

業務上取扱者
（届出不要）

設備の維持管理の不足
特になし

147 2026/3/9 山口県 劇物 硫酸（98%）

石炭倉内にある配管にピンホールが発
生し、硫酸が石炭倉内及び排水溝に漏
洩した。（推定漏洩量：約260L）

業務上取扱者
（届出不要）

配管表面に堆積した石炭が
湿気を帯びて腐食が進行
し、配管にピンホールが発生
したと推定。

特になし

148 2026/3/11 山口県 劇物
水酸化ナトリウム

（25%）

塩ビ管の配管エルボ部に発生した亀裂
から、水酸化ナトリウム溶液が漏洩し
た。（推定漏洩量：50L）

業務上取扱者
（届出不要）

経年劣化により亀裂が生じ、
漏洩。 特になし

149 2026/3/15 東京都 劇物
イソブチロニトリル

（濃度不明）

研究室内で異臭が発生したが、原因の
特定ができなかった。
その翌日、冷蔵庫内で100cc程度の瓶が
割れていることを発見した。

業務上取扱者
（届出不要）

冷蔵庫内に劇物が保管され
ている認識が無かった。
扉の内側に置かれていたた
め、扉の開閉による衝撃に
より破損したものと推測され
る。

頭痛５名、咽頭痛１
名

150 2026/3/17 兵庫県 劇物 硫酸
事業所内製造ライン配管バルブ部分より
コンクリート床に硫酸が150L滴下漏洩し
た。

製造業
配管中の吐出弁ガスケット
の腐食消失により接合面か
ら漏洩。

特になし

151 2026/3/20 山口県 劇物
水酸化ナトリウム

（30%）

タンクローリーへの積み込み時に発生し
た液漏れに対し適切な措置を講じず出
発した結果、道路上および搬入先施設
内で漏洩した。（推定漏洩量：27kg）

業務上取扱者
（大量運送）

タンクローリーへの積込時に
ホースの差し込み不足によ
り液漏れが発生し、これを認
識しながら適切な措置を講じ
ず出発した。

特になし

152 2026/3/23 福岡県 劇物 塩酸水（19%）
施設内プラント下部より塩酸水が漏洩し
ていることを発見。

業務上取扱者
（届出不要）

整備不良。
特になし

153 2026/3/28 新潟県 劇物 硫酸（98%）

タンクローリーから大型タンクへの受入
は受入タンクで受け入れるが、事業所内
の受入タンクから大型タンクへのポンプ
が自動稼動せず、受入タンクから約40か
ら50㎏の濃硫酸98%が防液提内（敷地
内）にあふれ出た。

製造業
販売業（一般）

設備の不具合
受け入れタンクから別タンク
への移酸ポンプが正常に作
動していない状態で硫酸を
受け入れたことで、タンク容
量を超過したため。

特になし
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